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●真田氏歴史館

●

路
線
バ
ス
に
乗
っ
て

　

小
旅
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

〜
キ
ッ
ズ
パ
ス
を
持
参
す
る
と
特
典
が
あ
り
ま
す
〜

　

市
内
の
小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん

は
、
８
月
22
日
㈬
ま
で
市
内
の
路
線
バ

ス
を
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
れ
は
、
公
共
交
通
の
役
割
や
重
要
性

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
親
し
ん
で
も
ら

い
、
将
来
の
バ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
路
線
バ
ス

運
行
事
業
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

●開館時間　午前９時～午後４時
●８月の休館日　月曜日
●特典　市内在住の高校生以下入館無
料。同伴の大人入館料200円引き（通常400
円）。火おこし体験が
無料でできます。

●路線　千曲バス武石線
●バス停　下武石バス停
下車、徒歩約15分

※平日はバス運行時間と
開館時間が合いません
ので、土日祝日にご利
用ください。

武石ともしび博物館
TEL85・2474

●
特
典
期
間　

８
月
４
日
㈯
〜
22
日
㈬

●
対
象 　

キ
ッ
ズ
パ
ス
で
路
線
バ
ス

を
利
用
し
た
小
学
生
以
下
の
子
ど
も

※
小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
保
護
者
の

方
が
付
き
添
っ
て
い
た
だ
き
、
事

故
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
キ
ッ
ズ
パ
ス
は
市
内
の
小
学
校
を

通
し
て
お
配
り
し
て
あ
り
ま
す
。

小
学
生
未
満
の
お
子
さ
ん
で
キ
ッ

ズ
パ
ス
を
ご
希
望
の
方
は
、
市
役

真田氏歴史館
TEL72・4344

●開館時間　午前９時～午後４時
●８月の休館日　なし
●特典　入館無料
　　　　（通常小学生～高校生100円、未就学児無料）
●路線　上田バス菅平線、真田線（渋沢線）
●バス停　幸村の郷夢工房前バス停下車、徒歩約25分
※バス停前のゆきむら夢
工房にある電動アシス
トレンタサイクルを無
料でご利用いただけま
す（台数10台、小学校
高学年以上対象。数に
限りがありますのでご
利用できない場合はご
容赦願います）。

　  地域交通政策課　TEL23･5011　　  建設課　TEL42･1032
　　  建設課　　　　　TEL72･4331　　  建設課　TEL85･2793

所
内
地
域
交
通
政
策
課
、
丸
子
・
真

田
・
武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
建
設

課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象
路
線

上
田
バ
ス　

菅
平
線
、
真
田
線（
渋

沢
線
）、
傍そ
え

陽ひ

線
、
豊
殿
線
、
信

州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
線
、
塩
田

線
、西
丸
子
線
、信
州
の
鎌
倉
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
、
ア
リ
オ
上
田
線

千
曲
バ
ス　

祢
津
線
、佐
久
上
田
線
、

鹿か

教け

湯ゆ

線
、
武
石
線
、
県
道
川
西

線
、
室
賀
線
、
青
木
線

　

※
高
速
バ
ス
は
利
用
で
き
ま
せ
ん

東
信
観
光
バ
ス　

中
仙
道
線
、
丸
子

線
JR
バ
ス
関
東　

長
久
保
線

そ
の
他
の
路
線　

オ
レ
ン
ジ
バ
ス
、

上
田
市
街
地
循
環
バ
ス（
青
バ
ス
、

赤
バ
ス
）、
丸
子
地
域
循
環
バ
ス

（
ま
り
ん
こ
号
）

※
市
外
へ
も
運
行
し
て
い
る
佐
久
上

田
線
、
青
木
線
、
中
仙
道
線
、
丸

子
線
、
長
久
保
線
は
、
市
外
ま
で

行
っ
て
も
無
料
で
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

さ
ら
に
８
月
４
日
㈯
か
ら
は
、
路

線
バ
ス
に
乗
っ
て
市
内
５
施
設
に
行

き
、
キ
ッ
ズ
パ
ス
を
提
示
し
て
い
た

だ
く
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
入
館
無
料
な

ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
夏
休

み
に
路
線
バ
ス
を
使
っ
て
小
旅
行
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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菅平高原
　自然館　

鹿教湯温泉
　観光協会●

ともしび博物館●

アクアプラザ上田　●

アクアプラザ上田
TEL26・2626

菅平高原自然館
TEL74・2438

鹿教湯温泉観光協会
（鹿教湯温泉交流センター内）
TEL44・2331

●開館時間　午前９時～午後９時
●８月の休館日　23日㈭
●特典　入館料200円割引券を贈呈
　　　　（８月９日㈭～16日㈭先着300名）
●路線
　オレンジバス
●バス停
　アクアプラザ上田
バス停下車、徒歩
約１分

●開館時間　午前９時～午後４時
●８月の休館日　火曜日
●特典　入館無料
　　　　（通常小学生~高校生100円、未就学児無料）
●路線
　上田バス菅平線
●バス停
　郵便局前バス停下
車、徒歩約10分

●営業時間　午前８時30分～午後５時
●８月の休館日　なし
●特典
①鹿教湯病院、三才山病院での介護体験学習
（※事前に申し込みが必要です）
　●日時　８月６日㈪・７日㈫・９日㈭・10日
　　　　　㈮の午前10時集合～正午
　●集合場所　鹿教湯温泉観光協会
　　（病院スタッフが病院までご案内します）
　●対象　小学４～６年生
　●定員　各日20名
　●申し込み　電話で鹿教湯温泉観光協会へ
②鹿教湯温泉の名所巡りスタンプラリー集

しゅう

印
いん

帳
ちょう

を贈呈
③鹿教湯商店街での買物・飲食５％引き（一部商品を除く）
※詳細は、鹿教湯温泉観光協会のホームページをご覧く
　ださい。http://www.kakeyu.or.jp/
●路線　千曲バス鹿教湯線
●バス停　鹿教湯温泉駅バス停下車、徒歩約２分 信州鹿教湯の旅集印帳

真田地域内の小学生にキッズパスと一緒にお配りした専用の用紙を使って、
バスに乗って６ヶ所のスタンプを全部集めたら、ステキな景品をプレゼント
します。
●スタンプ設置場所
　金
きん

縄
じょう

山
ざん

実
じっ

相
そう

院、山
やま

家
が

神社、入軽井沢館、
　真田図書館、菅平高原国際リゾートセンター、
　ゆきむら夢工房
●景品交換場所　ゆきむら夢工房
●景品引換期間／時間　８月22日㈬まで／午前８時30分～午後５時15分
　真田地域公共交通利用促進協議会（  建設課内）　TEL72・4331

真田地域の小学生限定 夏休みスタンプラリー
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災
害
に
備
え
よ
う

〜
被
害
を
少
な
く
す
る
、
日
ご
ろ
か
ら
の
防
災
対
策
〜

　

地
震
、
台
風
、
豪
雨
、
洪
水
な
ど
、
自
然
災
害
は
、
私
た
ち
の
想
像

を
は
る
か
に
超
え
る
力
で
襲
っ
て
き
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
地

震
に
よ
る
津
波
や
火
災
、
建
物
の
倒
壊
な
ど
で
多
く
の
死
亡
者
や
行
方

不
明
者
を
出
し
、
現
在
も
多
く
の
方
が
避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

長
野
県
で
も
、
東
日
本
大
震
災
の
翌
日
に
長
野
県
北
部
地
震
、
６
月

末
に
は
松
本
市
直
下
で
長
野
県
中
部
地
震
が
発
生
す
る
な
ど
大
き
な
地

震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

上
田
市
は
自
然
災
害
が
少
な
く
、
住
み
や
す
い
地
域
で
す
が
、
周
り

を
山
々
に
囲
ま
れ
、
市
の
中
心
部
を
千
曲
川
が
流
れ
る
な
ど
、
土
砂
災

害
や
洪
水
な
ど
が
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
を
な
く
す
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
一
人
ひ
と
り
が
日
ご
ろ
か
ら

災
害
に
対
す
る
備
え
を
し
て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
少
な
く
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
私
た
ち
が
普
段
の
生
活
の
中
で
取
り
組
む
こ
と
の
で
き

る
防
災
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

地震に備える
～家の中の危険を知り、安全対策を～

　  危機管理防災課
　　TEL21・0123

平成22年の豪雨による市内の被害状況

　過去に発生した地震では、家具の転倒や、棚の上の物の落下など家の中のものが「凶器」となり、
多くの方が亡くなられたり、けがをしています。私たちが長い時間を過ごす家庭や職場こそ、安全
な空間を確保することが大切です。
《対策と備え》
①家具は倒れる向きを考えて配置し、固定することで転倒を防ぎましょう。
②火災の発生に備えて、消火器の準備をしておきましょう。
③非常用持ち出し品を袋に詰めておき、いつでもすぐに持ち出せるようにしておきましょう。

・タンス　床側をストッパーなどで固定し、天井側は
ポール式器具で固定。ポール式器具は、タンスの奥の
方（壁側）で、天井や家具の硬いところに取り付ける。
上下に分かれている家具は連結しておく。
・食器棚　Ｌ字型金具やワイヤーなどで壁に固定し、開
き戸には開かないように留め金を付ける。ガラスには
ガラス飛散防止フィルムをはる。
・本棚　Ｌ字型金具やワイヤーなどで壁に固定し、重い
本は下の段に。本棚の端の硬い部分にひもやベルトな
どを取り付けて、本が飛び出さないようにしておく。
・テレビ　粘着マットを敷いて転倒を防ぐとともに、機
器の裏側をワイヤーなどで壁やテレビボードに固定す
る。
・冷蔵庫　裏側をワイヤーなどで壁に固定する。

家具や棚の固定例

（出典：内閣府）
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地
震
か
ら
大
切
な
わ
が
家
を

守
り
ま
し
ょ
う
！

　

市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
の
耐
震

診
断
と
耐
震
改
修
の
補
助
制
度
、
木
造

以
外
の
住
宅
・
特
定
建
築
物
の
耐
震
診

断
の
補
助
制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

震
の
発
生
に
備
え
、
ご
自
宅
な
ど
の
耐

震
診
断
や
耐
震
改
修
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
対
象　

①
木
造
住
宅
／
昭
和
56
年
５

月
31
日
以
前
に
建
築
工
事
に
着
手
し

た
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住
宅
で
、

在
来
工
法
の
木
造
住
宅
、
②
木
造
以

外
の
住
宅
／
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
建
築
工
事
に
着
手
し
た
個
人
所

有
の
住
宅
、
③
特
定
建
築
物
／
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
築
工
事
に

着
手
し
た
建
築
物
で
、
多
数
の
者
が

利
用
す
る
一
定
規
模
以
上
の
建
築
物

ま
た
は
緊
急
輸
送
道
路
沿
い
の
建
築

物（
例
：
階
数
３
階
か
つ
１
０
０
０

㎡
以
上
の
事
務
所
、
店
舗
。
国
道
18

号
線
沿
い
の
建
築
物
）

●
耐
震
診
断
申
し
込
み　

申
込
書（
上

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ロ
ー

ド
ま
た
は
、
建
築
指
導
課
に
あ
り
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
建
築
指

導
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
耐
震
補
強
工
事　

住
宅
の
補
強
工
事

に
対
し
、
耐
震
補
強
工
事
費
の
２
分

の
１（
限
度
額
60
万
円
）の
補
助
を
行

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

建
築
指
導
課

　
　

TEL
23
・
５
４
３
０

　長野県では、過去に被害をもたらした地震や活断層の分布状況などを踏ま
え、大きな被害をもたらすと考えられる主な５つの地震とその際の上田市に
おける震度を、下表のとおり想定しています。震度による家屋などへの影響
は下図のとおりです。

（出典：気象庁）

想定地震
糸魚川－
静岡構造線
（北部）

信濃川
断層帯

伊那谷
断層帯 東海地震 阿

あ

寺
てら

断層系

マグニ
チュード Ｍ８．０ Ｍ７．５ Ｍ７．９ Ｍ８．０ Ｍ７．９

震度 ６強 ６弱 ６弱 ５強 ５強
（「長野県地震対策基礎調査報告書」　平成14年３月　長野県）

●上田市における震度

長野県北部地震で被災した栄村の家屋

信濃川断層帯

糸魚川－静岡構造線

阿寺断層系

伊那谷断層帯

東海地震

上田市の地震想定

地震を知る
～想定される地震とその状況～

●上田市
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風水害に備える
～危険をいち早く察知し、素早い行動を～

　梅雨末期や台風シーズンなどは、局地的な大雨や長雨により、河川の氾濫や土砂災害が発生しやすくなり、こうし
た災害が発生した場合は人命や財産に甚大な被害をもたらします。また、突然天候が変わり、突風や落雷、降ひょう
などが発生し、大きな被害が発生することもあります。
《対策と備え》
①気象情報をテレビ、ラジオなどで常に把握しておきましょう。
②飛ばされやすいものの固定、水はけの悪い場所の掃除をしましょう。
③浸水、土砂災害が発生するような場所には絶対に近づかないようにしましょう。
④自宅付近の危険箇所を把握し、避難場所と避難経路を確認しておきましょう。
⑤洪水ハザードマップを活用し、洪水時の浸水想定区域や避難場所、避難経路を確認しておきましょう。
　洪水ハザードマップは、上田市ホームページで確認できます。
⑥土砂災害には前兆現象があります。身の安全を守るため前兆現象を見逃さないようにして、早めに避難しましょう。

土　　石　　流 地　　滑　　り が　け　崩　れ
・川の流れが濁り、流木が混ざり始める
・雨は降り続いているのに川の水位が下が
る
・山鳴りがする

・沢や井戸の水が濁る
・地割れができる
・斜面から水が噴き出す

・がけから小石がパラパラと落ちてくる
・がけから水がわき出ている
・がけに割れ目が見える

○土砂災害の前兆現象

□　飲料水 ９リットル
　　（３リットル×３日分）
□　ご飯（アルファ米※） ４～５食分
□　ビスケット １～２箱
□　板チョコ ２～３箱
□　乾パン １～２缶
□　缶　詰 ２～３缶
□　下　着 ２～３組
□　衣　類
　　（スウェット上下、セーター、フリースなど）

○量は目安であり、個々の事情にあわせて物品
を調整する必要があります。
※アルファ米：お湯か水を注ぐだけで食べら　
　　　　　　れる乾燥させた米

○非常備蓄品（一人分）の参考例
　（避難生活や被災した状況で３日間程度
　自足できるよう準備しておきましょう）□　携帯用飲料水

□　食　品
　　（カップめん、缶詰、ビスケット、
　　チョコレートなど）
□　貴重品（預金通帳、印鑑、現金など）
□　救急用品
□　軍手（厚手の手袋）
□　懐中電灯
□　衣　類
　　（セーター、ジャンパー類）
□　下　着
□　毛　布
□　携帯ラジオ、予備電池
□　マッチ、ろうそく
　　（水にぬれないようビニールでくるむ）
□　使い捨てカイロ
□　ウエットティッシュ
□　筆記用具（ノート、えんぴつなど）
●小さな子どもがいる家庭は
□　ミルク
□　紙おむつ
□　ほ乳びん

○個々の事情にあわせて物品を調整する必要があります。

○非常持ち出し品の参考例
　（最低これだけは袋に入れておきましょう）

（出典：消防庁）

非常持ち出し・備蓄品
次のリストを参考に準備しましょう
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長野県総合防災訓練が
上田市で実施されます

　今回で50回目となる長野県総
合防災訓練が、10月21日㈰千曲
川市民緑地公園（千曲川河川敷上
堀グラウンド）を主会場に、市内
各所で行われます。
　また、東日本大震災以降、地域
における防災活動への関心が高ま
りを見せる中、長野県総合防災訓練に併せ
て市の総合防災訓練も行い、大地震やゲリ
ラ豪雨、火災などを想定した訓練を予定し
ています。
●予定されている主な訓練
・千曲川の中洲に取り残された人を防災ヘ
リコプターで救助する訓練

・土砂災害により埋没した車両から、災害
救助犬が閉じ込められている人を探し出
す救助訓練

・集団避難誘導訓練
・福祉避難所の設置・運営訓練
・避難所内での生活体験訓練
　他

災
害
時
に
命
を
守
る「
自
助
」「
共
助
」

〜
一
人
一
人
が
取
り
組
む
防
災
対
策
〜

　

災
害
の
規
模
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、

市
や
消
防
、
警
察
と
い
っ
た
公
的
な
機
関

だ
け
で
は
十
分
な
対
応
が
期
待
で
き
な
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
自
分

の
身
を
自
分
の
努
力
で
守
る「
自
助
」、
身

近
に
い
る
人
同
士
や
地
域
で
助
け
合
う

「
近
助
・
共
助
」が
重
要
で
す
。

　

万
一
災
害
が
発
生
し
た
際
、
互
い
に
役

割
を
分
担
し
な
が
ら
、
力
や
心
を
合
わ
せ

て
助
け
合
え
る
よ
う
、
何
が
必
要
か
を
家

族
と
一
緒
に
話
し
合
っ
て
み
た
り
、
普
段

か
ら
近
所
付
き
合
い
や
自
治
会
の
活
動
を

大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

避難者への施設提供、
生活物資の供給の協定を締結

　市は、７月９日にイオンリテール
株式会社と「災害時における被災者
に対する防災活動協力に関する協
定」の調印を行いました。この協定
により大規模災害発生時には、イオ
ン上田店は、一時避難場所としての
駐車場やトイレ、水道水の提供、生
活物資の供給などを行います。
　市では、災害時に備えて、こうし
た流通事業者の皆さんと連携した
「流通備蓄」の活用を一層図っていき
ます。

　住民支え合いマップ（災害時要援護者登録制度）は、災害が発生したと
き、助けが必要な高齢者や障がい者などの安否の確認、避難誘導など、
住み慣れた地域の中で住民同士が支え合うしくみを築くため、地域の皆
さんと協力して、地図上に支援の必要な人、支援をする人、避難所など
の地域の情報を記載することにより、災害時などに役立てていただくも
のです。
　既に多くの自治会でマップの作成に取り組んでいただいております
が、未作成の自治会の皆さん、このマップを作成して、誰もが安全・安
心できる地域づくりに役立ててみませんか。
　なお、市と社会福祉協議会では、全自治会でマップ作りに取り組んで
いただけるよう、説明会を随時開催していますので、ご相談ください。
　  福祉課　TEL22・4100（内線1605）
　　上田市社会福祉協議会　TEL27・2025

住民支え合いマップの作成例

　  危機管理防災課　TEL21・0123

住民支え合いマップ

高齢者の一人暮らし、
高齢者世帯

身体・知的・精神
障がい者の世帯

高齢者と
障がい者の世帯

支援者
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史
跡
上
田
城
跡
の

保
存
・
整
備
計
画
を

策
定
し
ま
し
た

〜
上
田
城
の
復
元
を
目
指
し
て
〜

市
で
は
、
史
実
に
基
づ
く
上
田
城
跡
の
復
元
整
備
を
目
指
し
て
、

歴
史
の
専
門
家
や
市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
で
構
成
さ
れ
た

「
史
跡
上
田
城
跡
整
備
実
施
計
画
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、

平
成
２
年
度
に
策
定
し
た「
史
跡
上
田
城
跡
整
備
基
本
計
画
」の
再
検
討
を
行
い
、

こ
の
た
び
上
田
城
跡
の
保
存
・
活
用
方
針
を
定
め
た「
保
存
管
理
計
画
」と

櫓や
ぐ
ら

や
武む

者し
ゃ

溜だ
ま

り
な
ど
の
復
元
方
策
を
示
し
た「
整
備
基
本
計
画〈
改
訂
〉」の

二
つ
の
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
整
備
基
本
計
画
で
優
先
し
て
整
備
す
る
と
し
た
、
本
丸
櫓
の
復
元
と
、

交
流
・
文
化
施
設
の
建
設
に
伴
い
移
転
す
る
市
民
会
館
跡
地
の

整
備
お
よ
び
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

尼ヶ淵から望む南櫓・西櫓

　  文化振興課　TEL23・6361
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上田城の復元を目指して

　真田信之に続いて上田城主となった
仙
せん
石
ごく
忠
ただ
政
まさ
は、破

は
却
きゃく
された上田城を復興

します。古絵図により、本丸には７棟
の櫓があったことが分かっています。
明治の払い下げの際にほとんどの櫓は
解体されましたが、唯一西櫓は解体を
免れて現存しています。また、北櫓と
南櫓は、城外に移築されて貸座敷に
なっていたものが市民の寄附により買
い戻され、昭和24年に再移築されたも
のです。
　今回の計画改訂では、失われた４棟
の櫓のうち東北隅にあった２棟とその
周辺の土塀の復元整備を優先して進め
ていくこととしました。上田城の城郭
構造を体感できるように、武者溜りと
合わせ本丸と二の丸東

ひがし
虎
こ
口
ぐち
一帯を復元

する計画です。

本丸櫓の早期復元を目指します

復元を目指す
２棟の櫓

北櫓

櫓門

南櫓

隅櫓を描いた絵図（1700年頃・元禄年間）

　市では写真が残っている可能性がある、幕
末の上田城の姿を復元することを目指して、
これまで東虎口櫓門の復元や石垣の修復など
を実施してきました。ただ、櫓の復元につい
ては、大きさや外観の分析資料とするための
写真や絵図が不足しています。些

さ
細
さい
なことで

も構いませんので、文化振興課（TEL23・6361）
まで情報提供をお願いします。

特に提供いただきたい情報
・櫓が写っている古い写真（明治初期）
・櫓の高さが書き込まれた絵図
・櫓の立面図
・上田城跡内で撮影した写真（明治末期まで）
・櫓など建物の移転先についての情報

古い写真や絵図を探しています

明治７年に払い下げとなり、取り壊しが進んでいたころの本丸東虎口
の櫓門と隅櫓。この写真が元になって現在の櫓門が復元された。

武者溜り
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史跡上田城跡保存管理計画
 上田城跡を史跡として適切な姿で後世に引き継いでいくための方針や方法について定めました。

■上田城跡を保存管理していくための方針
●櫓

やぐら

・石垣・堀など、現存する遺
い

構
こう

の保存管理の方法を定めま
した。

●体育施設などは、将来的に史跡外への移転を目指しますが、
移転可能になるまでは現状を維持します。
●桜の植栽が可能なゾーンを設けます。老木を維持し、上田
城跡の桜の景観を保持します。

●史跡内の神社地、民有地は所有者の意向に配慮しながら公
有化を進めます。

■復元整備、工事、植栽などを行う場合の基準を明示
●櫓、武者溜りなどの復元整備は史実に忠実となるよう実施
します。

●史跡内では復元整備に関するものを除き、新たな建造物な
どの設置は原則として認めないこととします。

■整備・活用の基本方針と方法
●櫓や武者溜りなどの復元整備を推進します。
●市民や観光客に親しまれる史跡となるよう努めます。
●各種イベントの開催や江戸時代から残る希少樹木の保護な
ど、市民協働での史跡の保存活用を推進します。

■保存管理および整備活用の体制
●史跡関係者と関連部局が相互に連携して保存活用に取り組
む体制を構築します。

■三の丸の上田城関連遺構等の保護
●三の丸区域に所在する上田藩主居館跡（現上田高等学校）、
御
お

作
さく

事
じ

場
ば

（現清明小学校）などの上田城跡関連遺構の保護に
努めます。

櫓門が復元された本丸東虎口

市民会館跡地の
整備を進めます

二
の
丸
堀

本
丸
堀

武者溜り

三十間堀

博物館

市民会館

駐車場

二
の
丸
橋

ケ
ヤ
キ
並
木
遊
歩
道

　市民会館付近は、江戸時代には「武
む

者
しゃ
溜
だま
り」と呼ばれる土塁と石垣に囲ま

れた広場でした。広場の北側に隣接し
「三
さん
十
じゅっ
間
けん
堀
ぼり
」と呼ばれた堀があり、上田

城が誇る堅固な防御施設が多く設けら
れた一帯でした。 計画改訂では、市
民会館跡地への武者溜り整備の目標を
掲げ、併せて市民の憩いの場、観光拠
点としての利便性も考慮して整備して
いく方針を定めました。今後更に具体
的な整備方法を検討していきます。

武者溜りを描いた絵図（享保14年・1729年）

ふるさと寄附金にご協力をお願いします
　ふるさと寄附金（納税）制度は、自治体に寄附した場合、寄附金額のうち2,000円を超える部分について、お住まいの自
治体の個人住民税と、所得税の控除が受けられる制度です。上田城の早期復元に向けて皆様のふるさと寄附金へのご協
力をお願いします。
●寄附の手続き
　上田城の復元に向けてのふるさと寄附金を希望される方は、寄附申出書（文化振興課にあります）に必要事項をご記入
のうえ、文化振興課に提出ください。申出書受付後、納付書をお送りします。上田市ホームページからのお申し込みも
可能です。
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史跡上田城跡整備基本計画

平成２年度策定の整備基本計画で設定した中期・長
期の整備目標のうち、未実施事業を短期整備目標（概
ね10年以内での実施予定）として再設定し、城の正
面である本丸および二の丸東

ひがし

虎
こ

口
ぐち

周辺を優先的・集
中的に整備することとしました。また、上田城跡の
桜の景観維持や園路舗装などのバリアフリー化につ
いては利用者の声を反映させました。

優先して整備する計画とした上田城の東虎口一帯
（市立博物館所蔵の模型）

上田市行政チャンネル・ホームページをご覧ください
　史跡上田城跡の保存・整備計画については、8月の上田市行政チャンネルの「ようこそ市長室へ」で市長がお話します。ぜ
ひご覧ください。行政チャンネルは上田ケーブルビジョンCATV009、丸子テレビ放送CA103チャンネルでご覧になれます。
●放映日　８月３日㈮～９日㈭
●放送時間帯　5：00～、7：00～、10：00～、13：00～、15：00～、18：00～、20：00～、23：00～
　上田市ホームページでは上田城についての詳しい情報がご覧になれます。
●上田市ホームページ　ホーム➡学ぶ・遊ぶ➡上田城跡の保存・整備をご覧ください。
　  秘書課　TEL23・5149

上田城の復元を目指して

N
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新
作
は
監
督
の

出
身
地
が
舞
台

監
督　

ご
ぶ
さ
た
し
て
お
り
ま
す
。

市
長　

お
越
し
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

市
長　

映
画
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
は
、
上
田
に
今

も
余
韻
が
残
っ
て
お
り
ま
し
て
、
夏
に
な
る

と
、
聖
地
巡
り
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
か
ら

多
く
の
方
に
上
田
を
訪
れ
て
い
た
だ
い
て
い

て
、
人
気
が
続
い
て
い
ま
す
。

監
督　

上
田
に
来
て
、
新
幹
線
の
上
田
の
看
板

を
見
ま
す
と
、
私
も
帰
っ
て
き
た
な
と
い
う

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

市
長　

今
回
は
監
督
の
出
身
地
の
富
山
県
上か
み

市い
ち

町
を
舞
台
に
さ
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

監
督　

３
年
前
に
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
を
上
田
市

を
舞
台
に
作
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
、
上
田
市

の
こ
の
き
れ
い
な
青
空
を
、
日
本
の
み
な
ら

ず
、
世
界
の
た
く
さ
ん
の
方
に
見
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
私
の
地
元
か
ら
、
自

分
の
出
身
地
で
な
く
、
な
ぜ
奥
さ
ん
の
出
身

地
を
舞
台
に
す
る
の
か
と
言
わ
れ
て
で
す

ね
、
今
回
は
作
り
ま
し
た
。
上
市
町
は
観
光

地
で
は
な
い
の
で
、
映
画
の
舞
台
に
な
っ
た

と
き
に
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
す

れ
ば
い
い
の
か
、
上
田
市
に
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

市
長　

ア
ド
バ
イ
ス
で
き
る
こ
と
は
し
ま
す
の

で
、
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
ぜ「
お
お
か
み

こ
ど
も
」な
の
か

市
長　

今
回
の
映
画
は
、
な
ぜ
オ
オ
カ
ミ
と
人

間
な
の
か
と
い
う
点
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

監
督　

子
育
て
も
の
の
映
画
を
作
り
た
い
と

思
っ
た
ん
で
す
。
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
は
、
結

婚
し
た
ら
、
親
戚
が
た
く
さ
ん
増
え
た
と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
、
生
ま
れ
た
映
画
で
す
。
今

回
は
子
育
て
映
画
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
、

小
さ
な
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
お
母
さ
ん
に

聞
く
と
、
子
ど
も
は
、
恐
竜
か
、
怪
獣
か
、

猛
獣
み
た
い
だ
と
い
う
例
え
を
す
る
ん
で

す
。
言
葉
が
通
じ
ず
、
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し

た
隙
に
、
部
屋
が
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
し
て
い
て
で
す
ね
。
こ
の
話
が

面
白
い
と
思
い
ま
し
て
、
人
間
と
動
物
両
方

の
面
を
持
つ
子
ど
も
を
育
て
た
ら
面
白
い
と

思
っ
た
ん
で
す
。
そ
こ
か
ら
、
お
お
か
み
こ

ど
も
の
雨
と
雪
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
的
に
も
、
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
か
ら

お
お
か
み
こ
ど
も
は
、
結
婚
か
ら
、
子
育
て

と
繫
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

特別対談
映画「サマーウォーズ」

細田守監督
×

母袋創一市長

　７月４日、上田市が舞台となり、平
成21年に公開されたアニメ映画「サ
マーウォーズ」の細田守監督が、母袋
市長を訪問し、対談が行われました。
　新作「おおかみこどもの雨と雪」の公
開に合わせ、今回、監督と市長の対談
をお知らせします。

　  観光課　TEL23・5408
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の
食
べ
方
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
後
か
ら

分
か
っ
た
ん
で
す
。
こ
の
映
画
の
中
で
、
非

常
に
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
焼
き
鳥
、
食
事

は
登
場
し
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
所
か
ら
も

上
田
と
の
つ
な
が
り
が
、
よ
り
深
く
な
っ
た

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

市
長　

こ
れ
は
、
去
年
か
ら
民
間
の
皆
さ
ん

が
、
美
味
だ
れ
焼
き
鳥

と
し
て
、
ア
ピ
ー
ル
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
今

売
り
出
し
中
で
、
市
で

商
標
登
録
ま
で
し
た
ん

で
す
。
今
か
な
り
人
気

が
広
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。

監
督　

た
れ
に
つ
け
て
食

べ
る
と
独
特
の
美
味
さ

が
あ
っ
て
、
見
て
い
た

だ
い
た
方
も
是
非
、
試

し
て
い
た
だ
け
ば
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
発

祥
が
上
田
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

こ
は
、
上
田
の
色
が
出
て
い
る
と
い
う
部
分

で
す
。

市
長　

あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
本
日
は
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

監
督　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
長　

雨
と
雪
が
一
人
前
に
な
っ
て
い
く
姿
が

い
い
で
す
ね
。
映
画
を
見
て
、
オ
オ
カ
ミ
が

成
長
し
て
い
く
部
分
が
、
人
間
と
一
緒
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
動
物
も
親
子
の
愛
情
や
絆

が
あ
っ
て
、
そ
れ
で
成
長
し
て
い
く
の
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　
　

そ
れ
か
ら
、
映
像
の
美
し
さ
で
す
ね
。
花

か
ら
、
自
然
の
風
景
か
ら
、
空
、
雲
と
、
こ

の
情
景
は
山
岳
地
帯
で
な
け
れ
ば
展
開
で
き

な
い
。
素
晴
ら
し
い
作
品
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
最
後
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ロ
ー
ル
で

歌
も
流
れ
ま
し
た
。
作
詞
も
監
督
が
さ
れ
て

い
て
、
曲
も
今
ま
で
と
は
感
じ
が
違
っ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
映
画
が
大
ヒ
ッ
ト
し
ま
す
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
実
は
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。

７
月
下
旬
に
上
田
わ
っ
し
ょ
い
が
あ
り
、
そ

の
中
で
一
昨
年
か
ら
飛
び
入
り
で
参
加
で
き

る
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
連
が
出
て
い
ま
す
。
一

昨
年
は
、
５
０
０
人
、
去
年
は
２
５
０
人
と

い
う
大
勢
の
方
が
そ
の
連
に
参
加
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
も
そ
の
連
を
出
す
と

い
う
こ
と
で
、
是
非
細
田
監
督
に
お
越
し
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

監
督　

去
年
は
上
田
の
妻
の
実
家
に
来
た
と
き

に
、
上
田
わ
っ
し
ょ
い
に
行
っ
て
拝
見
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
映
画
は
た
く
さ
ん
の

方
に
見
て
い
た
だ
い
て
、
初
め
て
次
の
作
品

が
作
れ
ま
す
。
今
回
の
新
作
を
作
る
こ
と
が

で
き
た
の
も
、
サ
マ
ー
ウ
ォ
ー
ズ
が
あ
っ
た

か
ら
で
、
上
田
市
の
皆
さ
ん
に
支
え
て
い
た

だ
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
の
新
作
で
す

の
で
、
本
当
に
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

新
作
に
上
田
の

美
味
だ
れ
が
登
場

市
長　

新
作
お
お
か
み
こ
ど
も
の
雨
と
雪
の
中

で
も
上
田
に
関
係
す
る
シ
ー
ン
が
出
て
く
る

と
思
う
の
で
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
。

監
督　

映
画
の
中
で
主
人
公
の
花
と
い
う
女
性

と
心
や
さ
し
い
オ
オ
カ
ミ
男
が
、
一
緒
に
生

活
し
て
食
事
を
す
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
焼
き
鳥
を
コ
ッ
プ
に
入
れ
た
タ
レ

に
つ
け
て
食
べ
る
シ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
私
の
妻
の
実
家
で
そ
う
し
た
焼
き
鳥
の

食
べ
方
と
い
う
の
を
見
て
、
面
白
い
と
思
っ

て
、
映
画
に
出
し
た
ん
で
す
。
そ
れ
が
皆
さ

ん
ご
存
知
の
と
お
り
、
上
田
の
焼
き
鳥
の
食

べ
方
、
美お

味い

だ
れ
焼
き
鳥
と
い
う
上
田
独
特

　市役所での対談終了後、市長と細田監督は、上
田城跡公園内の真田神社に移動し、新作「おおか
みこどもの雨と雪」のヒットを祈願して絵馬の奉
納を行いました。
　神社で参拝後、絵馬を奉納した細田監督は、「サ
マーウオーズ同様にヒットするように祈願しまし
た」と話しました。
　また、同日午後６時30分から「TOHOシネマズ
上田」で行われた試写会では、細田監督の舞台挨
拶も行われ、集まった多くのファンから大きな拍
手が送られていました。

昨年の上田わっしょいのサマーウォーズ
連。映画の登場キャラクターとともに多く
の人が参加した。

映画「おおかみこどもの雨と雪」に登場する焼き鳥のシーン。
Ⓒ2012「おおかみこどもの雨と雪」製作委員会

真田神社で新作のヒット祈願
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ポリオの予防接種が変わります！

　生ポリオワクチン※１で行っていました定期予防接種が、平成24年９月から不活化ポリオワクチン※２となります。

初回接種は生後３か月から12か月の間に受けましょう
標準的な初回接種の接種年齢は、生後３か月から12か月です。
生後90月（７歳６か月）に至るまでの間であれば、過去に生ポリオワクチンを受けられなかった方も、不活化ポリオワクチン
の定期接種を受けていただくことが可能です。

既に生ワクチンを１回受け、体調不良などの理由により２回目の生ポリオワクチンを接種できなかった方で、生ワクチンの
予防接種を希望される方は、８月下旬に、ひとまちげんき・健康プラザで、生ワクチンの予防接種を予約制で行いますので、
８月20日㈪までに電話で健康推進課へ申し込みください。
個別接種実施医療機関 　直接健康推進課にお問い合わせください。
　  健康推進課　TEL28・7124

お知
らせ

４回（初回３回、追加１回）の接種が必要です
生ポリオワクチンは、２回接種でしたが、不活化ポリオワクチンは、初回接種として20日以上の間隔をおいて３回、また追
加接種として初回接種終了後６か月以上の間隔をおいて１回、合計４回の接種が必要です。
既に１回生ポリオワクチンを受けている方、海外などで不活化ポリオワクチンを１～３回接種されている方については、不足
分の接種を受けることができます。

接種方法が変わります
生ポリオワクチンは経口接種（口から飲む）でしたが、不活化ポリオワクチンは皮下接種（皮下に注射）となります。そのため、
各保健センターなどで行っていた集団接種から医療機関へ直接予約をして行う個別接種へ変わります。
　※平成24年度保健ごよみに掲載している後期ポリオ予防接種の日程は行いません。
　※平成23年11月生まれ以降のお子さんには、対象時期になりましたら個別通知でお知らせいたします。

※１  生ワクチン
　ポリオウイルスの病原性を弱めてつくったものです。ポリオにかかったときとほぼ同様の仕組みで強い免疫ができます。免疫をつける力が
優れている一方で、まれにポリオにかかったときと同じ症状が出ることがあります。
※２  不活化ワクチン
　ポリオウイルスを不活化し（＝殺し）、免疫をつくるのに必要な成分を取り出して病原性を無くしてつくったものです。ウイルスとしての働
きはないので、ポリオと同様の症状が出るという副反応はありません（ただし、発熱など、不活化ワクチンにも副反応はあります）。



tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹武石地域自治センターtel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹真田地域自治センター

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹丸子地域自治センターtel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹上田市役所
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　第26回上田古戦場ハーフマラソンの参加者を募集します。多くの皆さんの参加をお待ちしています。

第26回上田古戦場ハーフマラソン
参加者を募集します！

日　時 　10月７日㈰午前９時スタート（雨天決行）
会場・コース 　県営上田野球場をスタート・ゴール会場と

し青木方面を折り返す往復コース
種目/参加費/表彰 　右表をご覧ください。
参加資格 　一般アマチュア競技者で、健康に自信のある方。
　　　　　※小中学生は、保護者の承諾が必要です（詳細

　は要項に記載してあります）。
申込方法 　①参加費を添えてスポーツ推進課、または丸子

総合体育館、真田・武石地域教育事務所の窓
口へ（平日午前８時30分～午後５時15分）。

 ②大会パンフレットに印刷されている郵便振替
用紙付申込書で郵便局から。

 ③インターネットからの申込み：エントリーサ
イト「スポーツエントリー」または「ランネット」をご利用ください。※②③は手数料が別途必要。

受付期間 　９月７日㈮まで（休日受付／９月２日㈰午前９時～午後４時にスポーツ推進課で行います）

募
集

競技種目 　
種目番号 種　目　名 表　彰 参加料
Ａ 男子ハーフ

各種目
　40歳未満
　　１位～６位
　40歳以上
　　１位～６位

3,000円

Ｂ 女子ハーフ
Ｃ 男子10㎞
Ｄ 女子10㎞
Ｅ 男子５㎞
Ｆ 女子５㎞
Ｇ 中学生 男子５㎞ 各種目

　１位～６位
1,000円Ｈ 女子５㎞

Ｉ 小学生 男子３㎞ 各種目
　各学年１位～10位Ｊ 女子３㎞

Ｚ 健康ファミリー
（2.5㎞）

※記録計測は
　ありません 500円

◇ボランティア募集
大会ボランティアを募集します。熱意ある皆さんの応援がランナーの力となります。主な活動内容は、選手受付、給水補
助などです。所定の申込用紙（大会ホームページ、または、窓口にあります）に必要事項を記入し、９月７日㈮までにスポー
ツ推進課窓口へ申し込むか、FAX、または郵送で申し込みください。事前に説明会を開催します。

平井寺トンネル有料道路市民割引回数券の販売
通行１回あたり60円お得ですお知

らせ
　市では、通行１回あたり60円お得な「平井寺トンネル有料道路市民割引回数券」を販売しています。
対　象 　申請日において上田市民である方（法人は対象外）
設定車種 　普通車（小型自動車、普通乗用自動車、普通貨物自動車など。軽自動車含む）
販売窓口 　①市役所市民課、豊殿・塩田・川西各地域自治センター、丸子・真田・武石の各地域自治センター市民生活課
 　／月～金曜日（午前８時30分～午後５時15分）
 ②上田情報ライブラリー／土日祝日の開館日（午前10時～午後５時）
 ※窓口により販売日および販売時間が異なります
 ※平井寺トンネル有料道路料金所では市民割引回数券の販売は行いません。
回数券料金 　１枚あたり140円（通常の通行料金は１回200円）　　
販売枚数 　10枚単位（１回の購入は100枚まで）
購入方法 　販売窓口にある所定の購入申込書（上田市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入・押印し、窓口へ。

申請時に、必ず本人であることが確認できる書類をご提示ください。なお、代理の方が購入する場合は委任状など
が必要で、代理人の本人確認書類の提示も必要になります。また、申し込み時には印鑑を持参してください。

 ※本人確認できるもの　１点でよいもの（免許証などの官公庁の発行した写真付きの証明書）
 　　　　　　　　　　　２点必要なもの（健康保険証、年金手帳など）
注意事項 　払い戻しは行いません。不正購入が発見された場合は、次回以降の申請を受理しないことがあります。利用にあたっ

ては個人使用に限ります。
　  地域交通政策課　TEL23・5011

◇ランニング講習会　
ランニングの楽しさ、醍醐味を知っていただき、市民ランナーの拡大を図ることを目的にランニング講習会を開催します。
日時、場所、申込方法などは、上田市体育協会（TEL27・9400）、または、大会ホームページでご確認ください。
　上田古戦場ハーフマラソン実行委員会事務局（  スポーツ推進課内）　TEL23・6372
　　大会ホームページ　URL：http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/sys/20091103000001413.html
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お
知
ら
せ

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

ア
ス
ベ
ス
ト
飛
散
防
止
対
策

補
助
制
度

　

市
で
は
、
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
の
分
析

調
査
お
よ
び
除
去
工
事
の
経
費
の
一
部

に
、
補
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
分
析
調
査
の
補
助

●
補
助
内
容　

ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
の
有

無
、
含
有
率
の
測
定
費
用
の
一
部

●
対
象　

吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が
使

用
さ
れ
て
い
る
建
築
物

●
補
助
額　

分
析
調
査
費
用（
実
費
）

◇
除
去
工
事
の
補
助

●
補
助
内
容　

露
出
し
て
吹
付
け
ら
れ
た

ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
の
除
去
工
事
費
用
の

一
部

●
対
象　

大
勢
の
方
が
利
用
す
る
建
築
物

●
補
助
率　

除
去
工
事
費
用
の
３
分
の
２

以
内

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

建
築
指
導
課　

TEL
23
・
５
４
３
０

は
か
り
の
定
期
検
査

　

商
品
の
売
買
や
医
薬
品
の
調
剤
な
ど
の

取
引
行
為
、
ま
た
は
病
院
や
学
校
で
の
体

重
測
定
な
ど
の
証
明
行
為
に
使
用
す
る
は

か
り
の
定
期
検
査
を
、
計
量
法
に
基
づ
き

実
施
し
ま
す
。
最
寄
り
の
会
場
で
受
検
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
に
は
手
数
料

が
必
要
で
す
。

●
対
象
地
区　

東
部
、
南
部
、
中
央
、
北

部（
山
口
自
治
会
を
除
く
）、
西
部
、
塩

尻
、
神
川（
上
堀
自
治
会
の
み
）地
区

●
実
施
日
程

　

実施日 検 査 時 間 検 査 会 場
８月20日㈪ 午前９時30分～正午午後１時～４時 市役所西庁舎計量検査室

８月21日㈫ 午前９時30分～正午午後１時～３時 点字図書館

８月22日㈬ 午前９時30分～正午午後１時～４時 市役所西庁舎計量検査室

８月23日㈭ 午前９時30分～正午午後１時～３時 西部公民館

８月24日㈮ 午前９時30分～正午午後１時～４時 市役所西庁舎計量検査室

８月27日㈪ 午前９時30分～正午午後１時～３時 上田卸会館

８月28日㈫ 午前９時30分～正午午後１時～４時 市役所西庁舎計量検査室

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
に

お
伺
い
し
ま
す

　

水
道
メ
ー
タ
ー（
量
水
器
）は
、
計
量
法

に
よ
り
有
効
期
間
が
８
年
間
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
今
年
が
取
替
え
の
年
に
あ
た

る
お
客
様
に
は
、通
知
を
差
し
上
げ
た
後
、

業
務
員
証
を
携
帯
し
た
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
が
取
替
え
に
伺
い
ま
す
。
取
替

え
の
た
め
、
お
客
様
の
敷
地
内
に
立
ち
入

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　

上
田
地
域
／
８
月
〜
平
成

25
年
３
月
、丸
子
地
域
／
９
月
〜
11
月
、

真
田
地
域
／
９
月
〜
11
月
、
武
石
地
域

／
９
月

●
対
象　

市
営
水
道
区
域
で
今
年
取
替
え

の
年
に
あ
た
る
水
道
メ
ー
タ
ー

　

サ
ー
ビ
ス
課　

TEL
23
・
８
２
４
３

信
州
上
田
お
も
て
な
し

武
将
隊
が
出
陣
し
ま
す

　

上
田
市
や
真
田
氏
の
魅
力
を
情
報
発
信

す
る
た
め
、
今
年
４
月
に
結
成
し
た
信
州

上
田
お
も
て
な
し
武
将
隊「
真
田
幸
村
と

十
勇
士
」。
現
在
、
上
田
城
跡
公
園
を
訪

れ
た
観
光
客
の
皆
様
に
、
お
も
て
な
し
の

活
動
を
し
て
人
気
急
上
昇
！
（
２
名
か
ら

４
名
、
水
曜
日
以
外
毎
日
実
施
）

　

こ
れ
か
ら
は
各
地
域
に
も
出
陣
し
て
、

11
人
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
披
露
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
会
い
に
来
て
く
だ
さ
い
。

●
出
陣
予
定　

真
田
幸
村
と
十
勇
士
全
員

が
出
陣
す
る
主
な
イ
ベ
ン
ト（
予
定
）、

８
月
４
日
㈯
／
真
田
ま
つ
り
、
12
日
㈰

／
武
石
夏
祭
り
、
10
月
６
日
㈯
／
げ
ん

き
ま
る
こ
産
業
フ
ェ
ス
タ
、
11
月
３
日

㈯
〜
11
日
㈰
／
上
田
城
け
や
き
並
木
紅

葉
ま
つ
り

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

信
州
上
田
お
も
て

な
し
武
将
隊
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

sanada-bushoutai.com
/

）

観
光
課　

TEL
23
・
５
４
０
８

　
　
　
　

裁
判
所
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会

　

家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
社
会
一
般
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
で
お
困
り
の
方
に
、
家
事
、
民

お
知
ら
せ

今
月
の
表
紙

　「わぁー」「すごーい」と笑顔が広
がります。真田地域公共交通利用
促進協議会が計画し、７月７日か
ら８月７日まで真田地域を走る路
線バスで実施されている七夕バス
には、真田地域の保育園・幼稚園
の年長児が願いごとを描いた絵が
展示されています。７月11日には、
いずみ幼稚園の年長児20人が七夕
バスに体験乗車し、自分の絵を見
つけた園児は大きな歓声をあげて
いました。また、夏休み期間中は、
市内の小学生にキッズパス（バス
無料乗車券）が配布され、真田地
域では七夕バスの運行に加えてス
タンプラリーが行われています。

夢を描いた絵を路線バスに展示
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

Information A La Carte

事
調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す（
予
約

不
要
）。

●
日
時　

９
月
２
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時

●
場
所　

上
田
商
工
会
議
所
５
階

　

上
田
調
停
協
会（
北
村
）

　
　

TEL
27
・
３
９
９
５

民
事
介
入
暴
力
の

無
料
相
談
所
を
開
設

　

長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー
の
顧

問
弁
護
士
と
職
員
が
、
不
当
要
求
な
ど
民

事
介
入
暴
力
の
無
料
相
談
を
お
受
け
し
ま

す
。
予
約
が
必
要
で
す
が
、
予
約
が
な
く

て
も
現
地
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
５
日
㈬
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
市
役
所
南
庁
舎
６
階
真
田

の
間

●
申
し
込
み　

電
話
で
長
野
県
暴
力
追
放

県
民
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

長
野
県
暴
力
追
放
県
民
セ
ン
タ
ー

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
２
１
４
０

通
貨
・
証
券
等
の
返
還

（
終
戦
引
揚
者
対
象
）

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
後
に
外
地
か

ら
引
き
揚
げ
て
き
た
方
が
上
陸
地
の
税
関

や
海
運
局
に
預
け
た
通
貨（
旧
日
本
銀
行

券
、
旧
日
本
軍
軍
票
な
ど
）や
証
券（
支
那

事
変
割
引
国
庫
債
券
、
大
東
亜
戦
争
割
引

国
庫
債
券
な
ど
）、
在
外
公
館
や
日
本
人

自
治
会
な
ど
か
ら
返
還
さ
れ
た
も
の
な
ど

を
お
返
し
し
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
、
引

き
取
り
手
の
な
い
も
の
が
多
数
あ
り
ま

す
。

　

返
還
請
求
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ご
本

人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
で
も
構
い
ま
せ

ん
。
お
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

財
務
省
名
古
屋
税
関

　
　

監
視
部
監
視
通
関
部
門

　
　

TEL
０
５
２
・
６
５
４
・
４
０
６
０

お
盆
期
間
中
の
ご
み
収
集

　

お
盆
期
間
中
の
ご
み
収
集
と
上
田
、
丸

子
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
受
け
入
れ
は
、

通
常
ど
お
り
行
い
ま
す
。

　

廃
棄
物
対
策
課

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

８
月
は

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
で
す

　

市
で
は
、
皆
さ
ん
が
安
全
で
快
適
に
通

行
で
き
る
よ
う
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
管
理
す
る
道
路

の
状
況
を
常
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
道
路
上
に
穴
や
土
砂
・
落
石
な
ど
の

障
害
物
、
倒
れ
る
危
険
性
の
あ
る
道
路
標

識
、
水
路
・
側
溝
の
蓋ふ
た

の
不
具
合
な
ど
を

見
つ
け
た
時
は
、
市
役
所
管
理
課
ま
た
は

土
木
課
、
丸
子
・
真
田
・
武
石
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

県
道
と
国
道
18
号
以
外
の
国
道
に
つ

い
て
は
、
上
田
建
設
事
務
所（
TEL
25
・

７
１
６
４
）へ
、
国
道
18
号
に
つ
い
て
は
、

長
野
国
道
事
務
所（
TEL
22
・
２
７
３
７
）へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

管
理
課　

TEL
23
・
５
１
２
５

土
木
課　

TEL
23
・
８
２
４
２

　
　

建
設
課　

TEL
42
・
１
０
３
２

　
　

建
設
課　

TEL
72
・
４
３
３
１

　
　

建
設
課　

TEL
85
・
２
７
９
３

北
国
街
道
柳
町
夏
祭
り

　

恒
例
の
柳
町
の
夏
祭
り
で
す
。

●
日
時　

８
月
18
日
㈯
午
後
２
時
〜
８
時

●
場
所　

柳
町
通
り

●
内
容　

バ
ン
ド
演
奏（
白
石
才と
し

三ぞ
う

氏
ほ

か
）、
ゴ
ロ
ピ
カ
の
フ
ァ
イ
ア
ー
ダ
ン

ス（
午
後
７
時
30
分
）、
ア
ユ
の
つ
か
み

取
り（
午
後
３
時
）、
ヒ
ロ
タ
ッ
キ
ー
の

腹
話
術
、
上
田
演
劇
塾
、
金
魚
す
く
い
、

柳
町
自
慢
の
飲
食
店
、
の
れ
ん
会
ブ
ー

ス
、
美お

味い

だ
れ
焼
き
鳥

　
　

柳
町
夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
岡
崎
）　

TEL
22
・
０
１
４
９

お
知
ら
せ

メール配信
緊急情報をリアルタイムに
　災害時など、いざというときの判
断には情報が必要です。携帯電話で、
緊急情報などをリアルタイムに受け

せら知お

ることができるメール配信にご登録ください。登録は、上
のバーコードからできます。
●登録方法
①次のアドレスへ「空」メールを送信してください。
　mail_reg@www.city.ueda.nagano.jp
②メールが返信されますので、そのアドレスに30分以内に
アクセスし、希望する配信情報の選択を行い、確認・登
録ボタンを押して登録が完了します。

　※携帯電話で、パソコンからのメール受信を制限してい
る方は、次の二つのドメインからの受信ができるよ
うに設定し、登録をやり直してください。設定方法
がわからない場合は各携帯電話会社へお問い合わせ
ください。

　　　　　　　@ktaiwork.jp
　　　　　　　@city.ueda.nagano.jp
　 秘書課　TEL23･5149

メール配信登録
アドレス
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あ･ら･かると
I n f o r m a t i o n  A  L a  C a r t e

情報

Information A La Carte

あ
い
そ
め
の
湯

休
館
日
の
変
更

　

８
月
の
あ
い
そ
め
の
湯
の
休
館
日
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

●
休
館
日　

６
日
㈪
、
27
日
㈪

※
毎
月
第
２
・
４
月
曜
日
が
休
館
日
で
す

が
、
８
月
は
、
第
１
・
４
月
曜
日
を
休

館
日
と
し
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

あ
い
そ
め
の
湯　

TEL
38
・
２
１
０
０

信
州
型

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
金

　

県
で
は
、
県
産
木
材
を
使
用
し
て
住
宅

を
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
方
、
併
せ
て
断
熱

改
修
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
な
ど
の
リ

フ
ォ
ー
ム
を
す
る
方
に
工
事
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

　

申
込
方
法
、
お
よ
び
助
成
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
電
話
、
ま
た
は
メ
ー
ル

（jutakug@
pref.nagano.lg.jp

）で
長
野

県
庁
住
宅
課
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、
長
野

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.pref.

nagano.lg.jp/jyuutaku/jyuutaku/
re-form

/re-form
.htm

）で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

●
助
成
金
額　

最
大
30
万
円
。
県
外
か
ら

移
住
さ
れ
る
方
に
は
最
大
50
万
円
を
助

成
。

●
助
成
対
象
者　

住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
方
で
、
①
県
内
に
居
住
し
て
い
る

方
、
②
県
外
か
ら
県
内
に
移
住
さ
れ
る

方（
平
成
23
年
４
月
１
日
以
降
に
県
内

に
移
住
さ
れ
た
方
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
災
さ
れ
、
県
内
に
避
難
し
て
い

る
方
を
含
み
ま
す
）。

●
対
象
住
宅　

次
の
①
②
を
満
た
す
住

宅
。
①
県
内
の
住
宅
で
申
請
さ
れ
る
方

が
居
住
す
る
住
宅
、
②
申
請
さ
れ
る
方

が
所
有
す
る
住
宅
ま
た
は
同
居
す
る
親

族
が
所
有
す
る
住
宅
。

●
実
績
報
告
書
提
出
期
限　

平
成
25
年
３

月
29
日
㈮（
厳
守
）

　

長
野
県
住
宅
課

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
７
３
３
９

催
し

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

Ｒ
Ｅ
Ｄ 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｅ 

Ｄ
Ａ
Ｙ

み
ん
な
で
笑
顔
に
！

　

暮
ら
し
の
中
で
い
の
ち
を
み
つ
め
、
語

り
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
コ
ン
サ
ー
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ

ン
協
会
が
提
唱
す
る「
Ｒ
Ｅ
Ｄ　

Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ｅ　

Ｄ
Ａ
Ｙ（
赤
い
鼻
の
日
）」に
合
わ
せ

て
、
赤
い
鼻
を
つ
け
て
笑
顔
の
記
念
撮
影

も
行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

８
月
７
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
内
容　

①
塚
原
成し
げ

幸ゆ
き

氏（
臨
床
道
化

師
）に
よ
る「
笑
顔
に
な
る
お
は
な
し
と

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
②
丸
山
祐
一
郎

氏（
旅
の
音
楽
家
）と
こ
や
ま
は
る
こ
氏

の
コ
ン
サ
ー
ト
、「
水
カ
ン
リ
ン
バ（
き

れ
い
な
水
を
空
き
缶
の
中
に
入
れ
て
、

楽
器
と
し
て
演
奏
し
ま
す
）の
演
奏
と

歌
」、
③「
赤
い
鼻
を
つ
け
て
笑
顔
に
な

ろ
う
」記
念
撮
影

●
参
加
費　

３
０
０
円

　

い
の
ち
・
笑
顔
の
会　
「
手
と
手
と
」

　
　
（
伊
藤
）

　
　

TEL
０
９
０
・
２
６
４
３
・
８
５
７
６

夏
の
夜
の
ひ
と
と
き

コ
ン
サ
ー
ト

　

コ
ン
サ
ー
ト「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
シ
ン

セ
サ
イ
ザ
ー
で
楽
し
む
・
音
の
玉
手
箱
」

を
開
催
し
ま
す
。
図
書
館
を
会
場
に
音
楽

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　

上
田
市
在
住
で
、
地
元
を
中
心
に
活
躍

さ
れ
て
い
る
木
内
裕ひ
ろ

美み

氏
、
木
内
貴た
か

大ひ
ろ

氏

の
演
奏
で
す
。
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
内
容
で
す
。

●
日
時　

８
月
25
日
㈯
午
後
６
時
30
分
〜

８
時
頃（
午
後
６
時
開
場
）

●
場
所　

真
田
図
書
館

●
演
奏
者

・
木
内
裕
美
氏（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
）／
上
田

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
コ

ン
サ
ー
ト
ミ
ス
ト
レ
ス
の
ほ
か
、ソ
ロ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
活
動
を
行
う
。
日
本
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
。

作
曲
活
動
を
行
う
。

・
木
内
貴
大
氏（
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
）／
ピ

ア
ニ
ス
ト
。
日
本
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ

ン
ク
ー
ル
ほ
か
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

る
。
上
田
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
の
共
演
。コ
ン
ク
ー
ル
審
査
員
。

ソ
リ
ス
ト
伴
奏
ほ
か
で
活
躍
。
作
曲
・

編
曲
活
動
も
手
が
け
る
。

●
演
奏
曲
目　
「
夏
の
思
い
出
」、「
浜
辺

の
歌
」、
ボ
ッ
ケ
リ
ー
ニ
の「
メ
ヌ
エ
ッ

ト
」、「
タ
イ
ス
の
瞑
想
曲
」、「
真
田
武ぶ

士し

（
木
内
裕
美
作
曲
・
木
内
貴
大
編
曲
）」

ほ
か

●
定
員　

70
名

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
１
日
㈬
〜
22
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
真
田
図
書
館
へ
。

木内裕美氏木内貴大氏

　

真
田
図
書
館
サ
ポ
ー
タ
ー
の
会

　
　

TEL
72
・
８
０
８
０

第
５
回
疾
病
予
防

市
民
公
開
講
座

　

今
回
は
、「
動
脈
硬
化
症
と
心
臓
病
」を

テ
ー
マ
に
、
信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院

と
信
州
上
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
先
生
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
日
時　

９
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分

お
知
ら
せ
／
催
し
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●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
演
題
／
講
師　
「
動
脈
硬
化
症
と
は
ど

ん
な
病
気
？
」／
池
田
宇う

一い
ち

氏（
信
州
大

学
医
学
部
循
環
器
内
科
学
講
座
教
授
・

信
州
大
学
医
学
部
附
属
病
院
循
環
器
内

科
科
長
）、「
生
活
習
慣
が
も
た
ら
す
心

臓
病
」／
高
橋
済わ
た
る

氏（
信
州
上
田
医
療
セ

ン
タ
ー
循
環
器
内
科
医
長
）

●
参
加
費　

無
料（
申
し
込
み
不
要
）

　
　
　
　

池田宇一氏

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

真
夏
の
夜
の

オ
ン
リ
ー
ピ
ッ
ク
開
催
！

　

真
夏
の
夜
の
オ
ン
リ
ー
ピ
ッ
ク
〜

１
０
０
０
人
de
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
運
動
の

会
〜
を
開
催
し
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

選
手
の
活
躍
に
、
何
か
運
動
を
始
め
た

い
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た
! !
夏
の
一
夜
、

１
０
０
０
人
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
！

　

子
ど
も
か
ら
、
ふ
だ
ん
運
動
に
な
じ
み

の
な
い
方
ま
で
、
思
わ
ず
笑
顔
に
な
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
す
。真
夏
の
ナ
イ
タ
ー
の
下
、

気
持
ち
よ
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

８
月
25
日
㈯
午
後
６
時
〜
８
時

15
分（
午
後
５
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
野
球
場

●
内
容（
予
定
）　

爆
笑
ラ
ジ
オ
体
操
、
始

め
よ
う
！
ラ
ン
ニ
ン
グ
入
門
編
、
始

め
よ
う
！
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
入
門
編
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
、
白
熱
！
グ

ル
ー
プ
対
抗
全
員
リ
レ
ー
な
ど

●
対
象　

ど
な
た
で
も（
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

グ
ル
ー
プ
、
お
一
人
様
大
歓
迎
）。

●
参
加
費　

一
人
１
０
０
円（
保
険
料
含

む
。
当
日
受
付
で
徴
収
）

●
持
ち
物　

運
動
の
で
き
る
服
装
、飲
物
、

タ
オ
ル
な
ど

※
雨
天
時
は
、体
育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
持
参
。

各
自
熱
中
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

８
月
22
日
㈬
ま
で
に
電

話
、Ｆ
Ａ
Ｘ（
23
・
３
７
４
５
）、ま
た
は
、

メ
ー
ル（sports@

city.ueda.nagano.
jp
）で
氏
名
、
性
別
、
連
絡
先
を
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。
当
日
参
加
も
可
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

持
続
可
能
な
国
づ
く
り

キ
ュ
ー
バ
に
学
ぶ

　

音
楽
、
ダ
ン
ス
、
野
球
だ
け
で
は
な

い
、
キ
ュ
ー
バ
の
新
し
い
顔
。
そ
れ
は
都

市
農
業
。
市
民
の
食
糧
を
都
市
の
中
で
ま

か
な
っ
て
い
る
。
一
体
ど
う
し
て
？
な
ぜ

で
き
る
の
？
そ
の
訳
を
映
画
と
キ
ュ
ー
バ

に
関
す
る
著
書
多
数
の
吉
田
太
郎
氏
の
お

話
か
ら
探
り
ま
す
。

●
日
時　

８
月
18
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

４
時

●
場
所　

中
央
公
民
館
大
会
議
室

●
内
容　

第
１
部
：
映
画「
サ
ル
ー
！
ハ

バ
ナ　

都
市
農
業
リ
ポ
ー
ト
」上
映
会
、

第
２
部
：
講
演「
今
、
な
ぜ
キ
ュ
ー
バ

か
。」／
吉
田
太
郎
氏（
長
野
県
農
業
大

学
校
教
授
）

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

不
要
。
た
だ
し
、
託
児
の

み
８
月
15
日
㈬
ま
で
に
要
予
約（
無
料
、

１
歳
６
ヶ
月
児
以
上
対
象
）。

　

蚕
都
く
ら
ぶ
・
ま
〜
ゆ（
安
井
）

　
　

TEL
／
FAX
27
・
３
１
８
６

若
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

セ
ミ
ナ
ー

　

就
職
活
動
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、

自
分
に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
ま
し
ょ

う
。

●
日
時　

８
月
27
日
㈪
・
29
日
㈬
の
２
日

間
コ
ー
ス
。
午
前
10
時
〜
正
午
ま
で
、

午
後
１
時
〜
３
時
ま
で

●
場
所　

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

就
職
活
動
に
は
悩
み
が
い
っ
ぱ

い
。
一
人
で
考
え
る
よ
り
、
同
じ
悩
み

を
持
っ
た
仲
間
と
、
お
互
い
励
ま
し
合

い
、
情
報
交
換
し
た
り
、
時
に
は
競
い

合
い
な
が
ら
就
職
活
動
を
進
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
若
者
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
し
、
就
職
活
動
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
、
自
分
に
合
っ
た
仕
事

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
の
就

職
活
動
に
き
っ
と
役
立
つ
は
ず
で
す
。

●
対
象　

概
ね
45
歳
ま
で
の
求
職
活
動
中

の
方

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

ノ
ー
ト
、
筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

電
話
で
雇
用
促
進
室
へ
。

　

雇
用
促
進
室　

TEL
24
・
７
３
６
３In

fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

講
座･

教
室

リ
ラ
ッ
ク
ス
セ
ミ
ナ
ー

　

過
度
な
ス
ト
レ
ス
は
心
身
の
状
態
に
変

化
を
起
こ
し
、
体
の
病
気
や
、
う
つ
病
な

ど
の
心
の
病
気
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
自
分
自
身
の
ス
ト
レ
ス
対
処
法
や
心

の
健
康
に
つ
い
て
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
時　

８
月
28
日
㈫
午
後
２
時
〜
４
時

（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

真
田
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

講
演
／「
こ
こ
ろ
の
サ
イ
ン
に

気
づ
こ
う
〜
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
こ
こ

ろ
の
病
気
と
対
処
〜
」、「
自
分
の
考
え

方
・
行
動
の
特
徴
を
知
ろ
う
」、
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
実
践
／「
こ
こ
ろ
と
体

を
ほ
ぐ
す
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
法（
自

律
訓
練
法
）」

●
講
師　

笠
井
昇
氏（
産
業
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
）

●
対
象　

上
田
市
民

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

８
月
６
日
㈪
〜
27
日
㈪
に

電
話
で
真
田
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

　

真
田
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
72
・
９
０
０
７

催
し
／
講
座
・
教
室
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多
文
化
に
タ
ッ
チ
講
座

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
麺
料
理

　

中
国
・
ウ
イ
グ
ル
地
方
の
料
理（
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
の
麺
料
理
）を
し
な
が
ら
交
流

し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

８
月
26
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

１
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
講
師　

ウ
マ
ル
・
ニ
ム
ル
氏（
上
田
染

谷
丘
高
校
中
国
語
講
師
）

●
定
員　

20
人

●
参
加
費　

８
０
０
円（
材
料
費
込
み
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ

●
申
し
込
み　

８
月
８
日
㈬
午
前
９
時
〜

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

取
り
分
け
離
乳
食
教
室

　

お
母
さ
ん
の
食
事
の
見
直
し
と
、
３
回

食
に
な
っ
た
頃
の
赤
ち
ゃ
ん
の
離
乳
食
を

大
人
の
食
事
か
ら
取
り
分
け
て
作
り
ま

す
。

●
日
時　

①
８
月
29
日
㈬
、
②
９
月
６
日

㈭
、
両
日
と
も
午
前
９
時
45
分
〜
午
後

０
時
30
分（
午
前
９
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

ひ
と
ま
ち
げ
ん
き
・
健
康
プ
ラ

ザ
う
え
だ
２
階
食
育
ル
ー
ム

●
内
容　

講
話「
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
た
め
の
バ
ラ
ン
ス
食
に
つ
い
て
」、

実
習「
大
人
の
食
事
か
ら
離
乳
食
を
作

り
、
親
子
で
試
食
す
る
」

●
対
象　

離
乳
食
が
３
回
食
に
な
っ
た
頃

の
赤
ち
ゃ
ん（
９
〜
11
ヶ
月
児
）と
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん

●
定
員　

親
子
各
10
組（
託
児
有
り
。
先

着
順
）

●
参
加
費　

３
５
０
円

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ハ
ン

ド
タ
オ
ル
、
家
庭
で
使
用
し
て
い
る
ご

飯
茶
碗
、
子
ど
も
茶
碗
、
子
ど
も
用
ス

プ
ー
ン
、
お
ん
ぶ
ひ
も
、
お
も
ち
ゃ
、

水
分
補
給
用
の
お
茶
ま
た
は
白
湯

●
申
し
込
み　

８
月
17
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
４

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
の
修
理
工
房

　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス
の
修
理
工
房
で
は
、
無

料
で
刃
物
研
ぎ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
水
曜
日
、
午
後
１
時
〜
３

時（
８
月
15
日
㈬
は
休
み
）

●
数
量　

一
人
１
回
１
本
限
り（
１
日
10

本
で
終
了
）

　

エ
コ
・
ハ
ウ
ス（
受
付
時
間
／
月
〜

金
曜
日
、
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

　
　

TEL
23
・
５
１
４
４

ベ
ビ
ー
サ
イ
ン
講
座

　

お
し
ゃ
べ
り
の
出
来
な
い
、
赤
ち
ゃ
ん

と
手
話
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
方
を
学
び
ま
す
。

●
日
時　

８
月
27
日
、
９
月
24
日
、
10
月

22
日
、
11
月
26
日
の
月
曜
日
、
午
前
10

時
30
分
〜
11
時
30
分（
全
４
回
）

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象　

６
ヶ
月
〜
１
歳
６
ヶ
月
児
と
保

護
者

●
定
員　

15
組

●
参
加
費　

４
０
０
円（
初
日
徴
収
）

●
申
し
込
み　

８
月
９
日
㈭
午
前
９
時
以

降
、
電
話
で
中
央
公
民
館
へ
。

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

健
康
セ
ミ
ナ
ー

「
メ
タ
ボ
予
防
講
座
」

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
の
講
座

で
す
。
６
月
〜
平
成
25
年
１
月
ま
で
毎
月

１
回（
全
８
回
）行
い
ま
す
。
途
中
か
ら
の

参
加
も
で
き
ま
す
。

●
期
日
／
内
容　

①
８
月
23
日
㈭
／
保
健

運
動
編（
室
内
で
で
き
る
運
動
）、
②
９

月
13
日
㈭
／
栄
養
編（
調
理
実
習
）

●
時
間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

●
場
所　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

概
ね
65
歳
ま
で
の
方

●
定
員　

各
30
名

●
参
加
費　

①
１
０
０
円
、
②
２
０
０
円

●
申
し
込
み　

電
話
で
丸
子
保
健
セ
ン

タ
ー
へ（
持
ち
物
な
ど
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
）。

　

丸
子
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
42
・
１
１
１
７

子
育
て
支
援
講
習

　

子
育
て
支
援
や
家
事
援
助
の
基
礎
的
な

知
識
と
技
能
を
習
得
し
、
よ
り
有
利
な
条

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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件
で
雇
用
・
就
業
に
繋
げ
ま
す
。

●
日
時　

９
月
３
日
㈪
〜
14
日
㈮
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
頃

●
場
所　

上
田
女
子
短
期
大
学

●
内
容　

現
在
の
子
育
て
事
情
、保
護
者
・

子
供
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
発

達
と
あ
そ
び
方
、
緊
急
時
の
対
応
、
体

験
教
室
、
現
場
の
保
育
実
習
な
ど

●
対
象　

開
講
日
現
在
55
歳
以
上
の
雇

用
・
就
業
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
を
さ
れ
た
方
。
普

通
自
動
車
運
転
免
許
の
あ
る
方
。

●
定
員　

25
名（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

選
考
）

●
受
講
料　

無
料

●
募
集
期
間　

８
月
６
日
㈪
〜
24
日
㈮

●
申
し
込
み　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
田
、
ま

た
は
上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ

　

上
田
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
23
・
６
０
０
２

上
田
市
要
約
筆
記
奉
仕
員

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
修
了
者
を

対
象
に
要
約
筆
記
技
術
な
ど
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

●
日
時　

10
月
６
日
㈯
〜
平
成
25
年
２
月

２
日
㈯
ま
で
の
毎
月
１
回
土
曜
日（
全

５
回
）午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所　

上
田
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
講
座
修

了
者
で
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
15

歳
以
上
の
方（
中
学
生
は
不
可
）

●
定
員　

15
名（
開
講
は
４
名
以
上
）

●
参
加
費　

３
０
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

１
５
０
０
円
含
む
）

●
持
ち
物　

筆
記
用
具

●
申
し
込
み　

電
話
で
福
祉
課
へ（
受
講

希
望
者
に
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
）。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
５
８

講
座
・
教
室

＜広告欄＞

　市では、平成16年に制定された「景観法」に基づき「上田
市景観計画」策定に向けた準備を進めています。景観計画
は、地域の良好な景観の形成を図るため、計画区域、基本
方針、建築物・工作物・開発等の行為の制限に関する事項
など、景観形成に関する基本的なルールを定めるものです。
　この上田市景観計画（案）の内容を広く住民に説明し、計
画に市民や事業者の皆さんの意見を反映させるため、説明
会の開催、および市民の皆さんからのご意見を募集します。
◇説明会
●期日／会場

上田市景観計画（案）
市民の皆さんのご意見をお寄せください

期　日 会　　場
８月20日㈪ 上野が丘公民館

21日㈫ 丸子文化会館
22日㈬ 上田創造館
24日㈮ 中央公民館
28日㈫ 塩田公民館
30日㈭ 武石公民館
31日㈮ 真田中央公民館

●時間　午後７時～（各会場共通）
◇ご意見をお寄せください（パブリック・コメント）
●募集期間　８月17日㈮～８月31日㈮※必着
●景観計画（案）の公表方法　
　上田市ホームページ、または都市計画課、各地域自治セ
ンターで８月17日㈮から公表します。

●提出方法
　電子メール（tosikei@city.ueda.nagano.jp）、FAX（23･8247）、
郵便（〒386-8601上田市役所都市計画課宛）、または、都
市計画課窓口（市役所本庁舎４階）へ。

　※件名を「上田市景観計画市民意見募集」とし、住所・氏
名・連絡先を明記してください。電話での受け付け
はしませんのでご了承ください。

　 都市計画課　TEL23･5127

集募
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募
集

募
集

In
fo
rm
at
io
n
 A
 L
a 
C
ar
te

文
化
財
・

お
宝
を
見
つ
け
よ
う
！

 
　

私
た
ち
の
郷
土
に
は
独
特
の
歴
史
が
あ

り
、
多
く
の
歴
史
遺
産
・
歴
史
遺
物
が
残

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
回
複
数
の
専
門
家

に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
地
域
の
歴
史
、

家
庭
内
に
あ
る
古ふ
る

物も
の

の
見
方
、
活
用
の
仕

方
を
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
な
た

の
ま
わ
り
に
あ
る
文
化
財
・
お
宝
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

●
開
催
日
時　

９
月
19
日
、
10
月
３
日
、

11
月
７
日
、
12
月
５
日
、
平
成
25
年
１

月
16
日
、
２
月
６
日
、
３
月
６
日
の
水

曜
日（
全
７
回
）、
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
●
受
講
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

●
場
所　

丸
子
公
民
館
３
階
会
議
室

●
定
員　

先
着
30
名
。
応
募
者
が
５
名
に

満
た
な
い
場
合
は
開
講
し
ま
せ
ん
。
開

講
の
ご
案
内
は
、
後
日
郵
便
で
、
開
講

で
き
な
い
場
合
は
電
話
で
連
絡
し
ま

す
。

●
年
間
受
講
料　

７
０
０
円（
開
講
式
当

日
に
徴
収
。
受
講
料
は
返
還
し
ま
せ

ん
。
教
材
費
な
ど
必
要
な
場
合
は
別
途

徴
収
）

●
申
込
方
法　

電
話
、
有
線（
２
４
７
２

　

２
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
42
・
０
３
０
３
）、
ま

た
は
、
は
が
き
で
丸
子
公
民
館
へ（
氏

名
、
住
所
、
電
話
番
号（
丸
子
有
線
）を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）。

●
申
込
締
切
日　

８
月
31
日
㈮
。た
だ
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

　

丸
子
公
民
館　

TEL
42
・
３
１
４
７

審
議
会
等
附
属
機
関

委
員
募
集

◇
公
民
館
運
営
審
議
会

●
応
募
資
格　

各
公
民
館
区
域
内
在
住
の

20
歳
以
上
の
方（
公
募
に
よ
り
審
議
会

へ
参
画
で
き
る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま

で
）

●
募
集
人
員　

中
央
、
西
部
、
城
南
、
上

野
が
丘
、
塩
田
、
川
西
、
丸
子
、
真
田

中
央
、
武
石
各
公
民
館
１
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
の
内
容　

公
民
館
に
お
け
る
各
種

の
事
業
企
画
実
施
に
つ
い
て
、
公
民
館

長
の
諮
問
に
応
じ
、調
査
審
議
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
各
公
民

館
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）に「
私
が
考
え
る
公
民
館
の
役
割
」

と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト（
８
０
０
字
以
内
・

書
式
自
由
）を
添
え
て
、
各
公
民
館
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
レ
ポ
ー
ト
と
面

接
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

●
応
募
締
切　

８
月
17
日
㈮

　

中
央
公
民
館　

TEL
22
・
０
７
６
０

◇
農
政
推
進
協
議
会

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間

●
審
議
の
内
容　

農
業
の
総
合
的
な
振
興

の
推
進
に
関
し
て
、
市
長
の
諮
問
に
応

じ
、
調
査
審
議
し
ま
す
。

●
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
書（
農
政
課
、

ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
）に「
こ
れ
か
ら
の
上
田
市
農
業
に

期
待
す
る
こ
と
」と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト

（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）を
添
え

て
、
農
政
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

●
応
募
締
切　

８
月
17
日
㈮

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

◇
民
生
委
員
推
薦
会

●
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の

方（
公
募
に
よ
り
審
議
会
へ
参
画
で
き

る
の
は
一
人
１
審
議
会
ま
で
）

●
募
集
人
員　

若
干
名

●
任
期　

委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

●
審
議
の
内
容　

県
知
事
に
対
し
て
、
民

生
委
員
の
推
薦
を
行
い
ま
す
。

●
募
集
方
法　

所
定
の
申
込
書（
福
祉

課
ま
た
は
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

あ
り
）に「
地
域
福
祉
の
課
題
と
地
域

住
民
の
関
わ
り
」と
題
し
た
レ
ポ
ー
ト

（
８
０
０
字
以
内
・
書
式
自
由
）を
添
え

て
、
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

レ
ポ
ー
ト
と
面
接
に
よ
り
決
定
し
ま

す
。

●
応
募
締
切　

８
月
17
日
㈮

　

福
祉
課

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
６
０
５
）

少
年
の
主
張
長
野
県
大
会

出
場
者
募
集

　

中
学
生
が
、
日
ご
ろ
の
生
活
を
通
じ
て

＜広告欄＞
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市内の国指定文化財を紹介するコーナーです。
考
え
て
い
る
こ
と
、
実
践
し
て
い
る
こ
と

を
意
見
や
提
言
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
青
少
年
の
自
主
性
や
社
会
性

を
育
成
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
、
県
内
10
地
域
ご

と
に
代
表
者
を
選
考
し
、
９
月
14
日
㈮
に

第
三
中
学
校
で
開
催
さ
れ
る「
平
成
24
年

度
少
年
の
主
張
長
野
県
大
会
」で
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
応
募
資
格　

長
野
県
在
住
の
中
学
生

●
テ
ー
マ　

社
会
や
世
界
に
向
け
て
の
意

見
、
未
来
へ
の
希
望
・
提
言
、
家
庭
、

学
校
生
活
、
社
会
お
よ
び
身
の
回
り
や

友
達
と
の
関
わ
り
、
報
道
さ
れ
て
い
る

少
年
の
問
題
行
動
、
大
人
や
社
会
の

様
々
な
出
来
事
に
対
す
る
意
見
・
感
想
・

提
言
な
ど

●
応
募
方
法　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
４

枚
程
度
に
記
入
し
、
８
月
20
日
㈪
ま
で

に
在
籍
す
る
中
学
校
へ
提
出
。
な
お
、

詳
細
は
在
籍
す
る
中
学
校
、
ま
た
は
長

野
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
事
務
局
へ

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
青
少
年
育
成
県
民
会
議
事
務

局　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
８
９
９
６

美
し
い
姿
で
建
つ
依
田
窪
地
域
唯
一
の
国
指
定
重
要
文
化
財

法ほ
う

住じ
ゅ
う

寺じ

虚こ

空く

蔵ぞ
う

堂ど
う（
附
つ
け
た
り

）厨ず

子し

　

丸
子
地
域
内
村
地
区

の
鹿か

教け

湯ゆ

温
泉
に
通
じ

る
国
道
沿
い
に
大
き
な

仁
王
門
が
見
え
ま
す
。

そ
の
門
を
く
ぐ
り
、
杉

や
モ
ミ
の
大
木
が
立
ち

並
ん
だ
参
道
を
行
く

と
、
そ
の
突
き
当
た

り
に
あ
る
の
が
依
田
窪

地
方
最
古
の
建
物
で
あ

る
法
住
寺
虚
空
蔵
堂
で

す
。
こ
の
一
帯
の
地
名
を
虚
空
蔵
と
い
い
、
お
堂
の
名
前

が
そ
の
ま
ま
つ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
が
古
く
か
ら

地
域
の
信
仰
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

法
住
寺
は
、
天
台
宗
総
本
山
延え
ん

暦り
ゃ
く

寺
の
末
寺
で
、
平
安

時
代
に
円え
ん

仁に
ん

が
開か
い

基き

し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
永
亨

８
年（
１
４
３
６
）兵
火
に
か
か
っ
て
焼
け
、
そ
の
後
、
文

明
18
年（
１
４
８
６
）虚
空
蔵
堂
と
と
も
に
再
興
さ
れ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
堂
は
間
口
三
間け
ん

、
奥
行
き
四
間け
ん

。
屋
根
は
入い
り

母も

屋や

造

こ
け
ら
葺ぶ
き

で
、
棟
の
両
側
に
は
鬼
の
面
、
鬼
板
が
つ
い
て

い
ま
す
。
建
物
の
柱
は
正
面
に
４
本
、側
面
に
５
本
あ
り
、

間
口
よ
り
奥
行
き
が
長
い
長
方
形
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

仏
様
の
安
置
さ
れ
て
い
る
内な
い

陣じ
ん

に
参さ
ん

詣け
い

者
が
参
拝
す
る
外げ

陣じ
ん

が
つ
い
て
い
る
た
め
で
、
内
陣
と
外
陣
の
間
は
格
子
戸

で
し
き
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

長
く
伸
び
た
軒
と
入
母
屋
造
の
破は

風ふ

は
、
こ
の
虚
空
蔵

堂
の
特
徴
的
な
美
し
さ
と
な
っ
て
お
り
、
少
し
離
れ
た
場

所
か
ら
見
る
と
そ
の
美
し
さ
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

厨
子
も
お
堂
と
同
時
代
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
方ほ
う

一い
っ

間け
ん

入
母
屋
造
で
造
ら
れ
て
お
り
、
落

ち
つ
い
た
や
わ
ら
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
唐か
ら

様よ
う

の
つ
く
り
で

す
。
中
に
は
虚
空
蔵
菩ぼ

薩さ
つ

が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
厨
子

も
お
そ
ら
く
室
町
時
代
に
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
お
り
、
虚
空
蔵
堂
と
と
も

に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

虚空蔵堂厨子正面

虚空蔵堂

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

＜広告欄＞
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募
集

市
民
総
合
体
育
大
会

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部

●
日
程　

①
一
般
の
部
／
９
月
９
日
㈰
、

②
高
校
生
・
大
学
生
の
部
／
９
月
22
日

（
土
・
祝
）

●
場
所　

上
田
城
跡
公
園
体
育
館
・
上
田

城
跡
公
園
第
二
体
育
館

●
参
加
費　

①
１
チ
ー
ム
４
０
０
０
円
・

個
人
２
０
０
０
円
、
②
１
種
目
１
人

５
０
０
円

●
申
し
込
み
／
問
い
合
わ
せ　

①
８
月
30

日
㈭
ま
で
に
上
田
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会

事
務
局
西
沢（
23
・
１
３
６
９
）、
ま
た

は
、
金
井（
27
・
４
３
２
０
）へ
。
②
９

月
13
日
㈭
ま
で
に
上
田
千
曲
高
校
神
林

（
22
・
８
６
４
７
）へ
。

　

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

　
　

TEL
23
・
６
３
７
２

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル

ビ
ジ
タ
ー
大
会

　

ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
ビ
ジ

タ
ー
大
会
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
６
日
㈯

●
場
所　

自
然
運
動
公
園
総
合
体
育
館

●
部
門　

小
学
１
・
２
年
生
の
部
、
小
学

３
・
４
年
生
の
部
、
小
学
５
・
６
年
生
の

部（
各
部
門
選
手
の
人
数
は
10
名
以
上

20
名
以
下
で
登
録
）

●
参
加
費　

１
人
２
０
０
円

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

９
月
10
日

㈪
ま
で
に
事
務
局
へ
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
え
だ
総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
Ｕ
Ｓ
Ｃ
事
務
局

　
　

TEL
26
・
５
３
２
０

長
野
の
野
菜
は

お
い
し
い
よ
コ
ン
テ
ス
ト

　

長
野
県
栄
養
士
会
で
は
、
長
野
県
内
産

野
菜
を
１
人
分
１
０
０
ｇ
以
上
使
用
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
理
を
募
集
し
ま
す
。
応
募

作
品
か
ら
書
類
選
考
、
実
演
コ
ン
テ
ス
ト

の
上
、
各
賞
を
決
定
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

電
話
で
農
政
課
ま
た
は
長

野
県
栄
養
士
会
へ
。

●
締
切　

９
月
10
日
㈪
長
野
県
栄
養
士
会

必
着

　

農
政
課　

TEL
23
・
５
１
２
２

　
　

長
野
県
栄
養
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
５
・
２
３
０
８

真
田
幸
村
公
出
陣
ね
ぷ
た

参
加
者
募
集

　
「
第
３
回
信
州
上
田
日ひ
の
も
と
い
ち

本
一
の
秋
ま
つ

り
真
田
幸
村
公
出
陣
ね
ぷ
た
」が
開
催
さ

れ
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、
主
催
者
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。（
長
野
県
地
域
発
元

気
づ
く
り
支
援
金
対
象
事
業
）

●
日
時　

９
月
８
日
㈯
午
後
３
時
〜
９
時

●
募
集
内
容　

①
午
後
６
時
〜
９
時
ま
で

中
心
市
街
地
を
曳え
い

航こ
う

す
る
、
大
迫
力
！

真
田
父
子
の
勇
姿
な
ど
を
描
い
た
ね
ぷ

た
の
ひ
き
手
３
０
０
０
人
を
募
集
し
ま

す
。
②
午
後
３
時
〜
９
時
ま
で
上
田
駅

お
城
口
ロ
ー
タ
リ
ー
を
会
場
と
し
て
、

真
田
関
連
の
演
舞
、
文
化
活
動
の
発
表

の
ス
テ
ー
ジ
を
開
催
。
出
演
者
を
募
集

し
ま
す（
参
加
費
無
料
）。

●
申
し
込
み　

参
加
希
望
者
は
、
８
月

20
日
㈪
ま
で
に
①
曳
航
参
加
か
、
②
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
参
加
か
を
明
記
し
、
代

表
者
の
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
参
加

人
数（
小
人
、
大
人
の
内
訳
）、
記
念

Ｔ
シ
ャ
ツ
の
サ
イ
ズ（
Ｓ
・
Ｍ
・
Ｌ
・

LL
）を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
22
・

７
７
１
８
）で
実
行
委
員
会
へ
。

　

日
本
一
の
秋
ま
つ
り
真
田
幸
村
公
出

陣
ね
ぷ
た
実
行
委
員
会（
宮
下
）

　
　

TEL
０
９
０
・
２
２
２
６
・
２
２
８
５

＜広告欄＞
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わがまち魅力アップ応援事業を
紹介するコーナーです。

　

和
子
自
治
会
を
通
る
国
道
２
５
４
号
と
並
行
し
て
流
れ
る
内
村
川

右
岸
の
山
裾
に
、
ほ
場
整
備
で
造
成
さ
れ
た
長
さ
５
０
０
ｍ
の
農
道

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
農
道
を
気
軽
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
め
る
遊

歩
道
と
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
と
、
平
成
20
年
度
に
自
治
会
役
員

を
中
心
に「
ふ
る
さ
と
景
観
づ
く
り
と
健
康
の
里
和
子
自
治
会
実
行

委
員
会
」を
立
ち
上
げ
、
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
に
応
募

し
ま
し
た
。
現
在
は
15
人
の
委
員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

副
委
員
長
の
桜
井
直
道
さ
ん
は
、「
自
治
会
の
高
齢
化
が
進
む
中

で
、
健
康
の
た
め
に
散
歩
す
る
人
が
増
え
て
い
た
。
雑
草
で
覆
わ
れ

荒
れ
た
道
だ
っ
た
が
、
地
域
を
一
望
で
き
る
裾
野
一
帯
に
、
里
山
道

路
を
整
備
す
る
き
っ
か
け
に
し
た
か
っ
た
」と
話
し
ま
す
。
事
業
で

は
、
遊
歩
道
の
整
備
に
併
せ
土
手
に
花
木
を
植
栽
し
て
景
観
形
成

も
進
め
て
い
ま

す
。

　

遊
歩
道
整
備

は
、
道
路
や
土

手
の
草
刈
り
、

支
障
木
の
伐

採
、
砂
利
敷
作
業
な
ど
、
大
勢

の
自
治
会
員
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
３
年
か
け
て
全
線

を
整
備
し
ま
し
た
。「
草
刈
り
は

特
に
大
変
な
作
業
。
で
も
、
日

ご
ろ
顔
を
合
わ
せ
な
い
若
い
世

代
か
ら
高
齢
者
ま
で
参
加
し
、

作
業
を
行
う
中
で
い
ろ
い
ろ
な

話
が
交
わ
さ
れ
、
交
流
す
る
こ

と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」と
桜
井
さ
ん
は
話
し
ま
す
。
昨
年
と
今
年
、

遊
歩
道
の
土
手
に
ア
ジ
サ
イ
を
３
０
０
本
植
栽
。
昨
年
は
、
５
月
か

ら
９
月
ま
で
５
回
に
わ
た
り
ア
ジ
サ
イ
周
辺
や
土
手
の
草
刈
り
作
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

取
材
に
伺
っ
た
７
月
９
日
、
実
行
委
員
の
窪
田
邦く
に

利と
し

さ
ん
が
、
土

手
の
急
斜
面
で
草
刈
り
作
業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。「
ア
ジ
サ
イ
が
大

き
く
育
つ
ま
で
、
こ
ま
め
に
草
刈
り
を
し
て
環
境
を
整
備
し
て
い
き

た
い
。
今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
ア
ジ
サ
イ
を
植
え
て
、
魅
力
あ

る
里
山
道
路
に
し
た
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

東
内
地
域
一
帯
の
景
観
を
楽
し
め
る

里
山
道
路
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

和子自治会

和子自治会では、わがまち魅力
アップ応援事業の自治会を対象
とした、個性あるふるさとづく
り応援事業の採択を平成20年
度に受け、「ふるさと景観づく
りと健康の里和子自治会」事業
を行っています。内村川にかか
る橋から遊歩道を巡るコースは
アップダウンが少ないコースの
ため、ウオーキングを楽しむ人
が増えました。また、近くの東
内保育園からもアジサイを見に
園児が散歩にでかけてくるそう
です。今後は、遊歩道から少し
高台へ東内地域を一望できる休
憩所としてあずまやを建設して
いきたいとしています。

有料広告掲載のお問い合わせは、上田市秘書課（TEL23･5149）または㈲ダンディ信濃･トミー企画（TEL23･1706）へ。

桜
井
直
道
さ
ん　
さ
く
ら
い
・
な
お
み
ち

＜広告欄＞



四ツ葉ス
ケッチ

　７月７日、丸子文化会館で、16回目となる「いきいきフェ
スティバル2012～健康と福祉の祭典～」が開催されました。
　式典では、慶祝記念の写真撮影や三代目コロムビア・ロー
ズ歌謡ショーが行われ、ホール入口のホワイエでは、健康相
談や歯科検診などが行われたほか、茶道コーナーや各種団体
の展示コーナー、シルバー作品展など、約850人の来場者で
にぎわいました。
　今年は、２月に締結した丸子修学館高校、上田市商工会と
のパートナーシップ協定の活動の一環で、丸子修学館高校の
生徒が初めて参加しました。
　生徒たちは式典の運営に携わったほか、長野県北部地震で被災した栄村のパネル展
示や、復興支援を目的とした特産品販売を行いました。会場には「いらっしゃいませ。
栄村復興支援の販売です」と生徒の元気な声が響きました。参加した生徒は、「この活
動をとおして、大勢の地域の皆さんと触れ合うことができました」と
笑顔で話していました。

い
き
い
き
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
２

新
た
な
連
携
に
よ
り
元
気
と
笑
顔
が
広
が
り
ま
す

レンゲツツジが咲き誇る群生地再生を願って

　

６
月
26
日
に
美
ヶ
原
の
白
樺
平

で
武
石
地
域
の
園
芸
農
家
の
皆
さ

ん
と
市
に
よ
る
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の

若
木
の
植
栽
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ク
マ
ザ
サ
の
影
響
で
減

少
し
て
き
た
美
ヶ
原
の
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
を
再
生
し
よ
う
と
平
成
19
年

か
ら
地
元
の
園
芸
農
家
と
、
住
民

の
協
力
に
よ
り
、
白
樺
平
の
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
の
新
芽
を
採
取
し
、
挿

し
木
を
し
て
育
て
て
き
た
若
木

が
、
30
㎝
か
ら
40
㎝
に
成
長
し
た

こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
４
３
０
本
の
若
木
が
１
日
か
け
て

植
え
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
赤
く
咲
き
始
め
た
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
を
写
真
に
納
め
に
き
た
観
光
客
も
、
興

味
深
げ
に
作
業
を
見
て
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
農

家
の
方
は
、「
昭
和
40
年
か
ら
50
年
代
頃
の
白
樺

平
は
一
面
真
っ
赤
に
染
ま
る
ほ
ど
ツ
ツ
ジ
が
咲
き

誇
っ
て
い
ま
し
た
。
今
後
５
年
間
は
植
栽
で
き
る

だ
け
の
若
木
が
あ
り
ま
す
。
う
ま
く
根
付
い
て
く

れ
る
と
い
い
で
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
マ
ザ
サ
の
拡
大
を
抑
え
る
た
め
に
、

６
年
前
か
ら
美
ヶ
原
で
は
、
住
民
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
協
力
で
、
笹
刈
り
を
春
と
秋
に
行
っ
て

い
ま
す
。

美ヶ原高原で若木の植栽
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このコーナーでは、４
地域の話題や

出来事など
を紹介して

います。

　６月30日、「おかげさまで15周年室賀温泉ささら
の湯ほたる祭」が開催され、約2,000人が訪れました。
　開会式では、室賀温泉ささらの湯イベント実行委
員会委員長の上村忠

ただ

徳
のり

さんが「盛りだくさんのイベ
ントを用意しましたので、最後までゆっくり楽しん
でください」と挨拶して祭がスタート。会場の温泉
芝生広場では、たけのこ汁と綿あめが振舞われ、綿
あめには子どもたちの行列ができました。また焼き
鳥などの模擬店が出され、訪れた人は焼きたてを味
わっていました。
　ステージでは、ハーモニカ演奏グループ・ハーモ
ニーつみき、三好町やまびこ太鼓の演奏や、第四中
学校合唱部の合唱が行われ、息の合った演奏や、美
しい歌声に訪れた人が聞き入り、拍手を送っていま
した。祭の最後は温泉近くの室賀川でほたる観望が
行われ、参加者が夜に舞うホタルの光に「光った、
光った」と歓声をあげました。同イベントの実行委
員で、室賀の里ほたるを育てる会の荒井徹

てつ

訓
のり

会長は、
「今年はいっぱい出たねと言われるよう、これから
もホタルが発生する条件を整えていきたい」と話し
ていました。

　

７
月
１
日
、
県
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
し
て「
皆
で
楽
し

も
う
！
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」が
さ
な
だ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
の
主
催
に
よ
り
真
田
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
る
と
い
う
初
心
者
か
ら
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
の
実
力
者
ま
で
、
市
内
外
か
ら
幅
広
い
年
代
と
技
量
の
皆
さ
ん
が
集

ま
り
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
、
ヨ
ネ
ッ

ク
ス
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー
ム
の
柏
原
未み

久く

選
手
と
土
井
杏あ
ん

奈な

選
手
に
よ

る
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
ま
し
た
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
日
本
リ
ー
グ
で
活
躍
し
、
日
本
ラ
ン
キ
ン
グ
上
位
の

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
か
ら
の
指
導
の
も
と
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
熱
心

に
聴
き
入
り
、
時
折
、
指
導
中
の
講
師
が
見
せ
る
技
術
の
高
さ
に
目
を

見
張
り
、
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
講
師
の
２
選
手
も
加
わ
り
、
男
女
、
大
人
、
小
学

生
に
よ
る
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
試
合
が
行
わ
れ
、
試
合
の
合
間
に
は
、
講

師
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
次
の
試
合
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た

皆
さ
ん
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン

を
１
日
楽
し

み
、
さ
わ
や

か
な
汗
を
流

し
て
い
ま
し

た
。

初心者から上級者まで一緒に楽しむ

バドミントンフェスティバル開催

模
擬
店
や
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
う

室
賀
温
泉
さ
さ
ら
の
湯　
ほ
た
る
祭
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広
報
う
え
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１
５
３
平
成
24
年
８
月
１
日
号（
毎
月
１
日
・
16
日
発
行
）
編
集　

上
田
市
秘
書
課　

〒
３
８
６

－

８
６
０
１
長
野
県
上
田
市
大
手
１

－

11

－

16  

TEL
０
２
６
８
・
22
・
４
１
０
０  

FAX
０
２
６
８
・
23
・
５
２
４
１

No.

人口：158,536人　男：77,594人　女：80,942人　世帯数：63,293人
外国人登録者数：3,853人　男：1,769人　女：2,084人

人の動き（平成24年７月１日現在）

　

６
月
24
日
、
丸
子
文
化
会
館
で
、「
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
〜
男み

ん
な女

が
つ
く
る
い
き
い
き
上
田
〜
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
子
ど
も
劇
団
の
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
手
話
や
ダ
ン
ス

で
幕
を
開
け
、
午
前
は
バ
ー
ス
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
大
葉
ナ
ナ
コ
さ

ん
の
、「
み
ん
な
で
未
来
育
て
！
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
は
５
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
た
経
験
を
交
え
な
が
ら
、笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
。
赤
ち
ゃ
ん
は
生
ま
れ
る
と
き
に
自
分
の
力
を
発
揮
し
て
生
ま

れ
て
く
る
な
ど
、
命
の
尊
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
。

　

午
後
は
、
始
め
に
平
成
23
年
度
の
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
者
表
彰

受
賞
者
と
し
て
、「
パ
パ
マ
マ
フ
ェ
ス
タ
in
う
え
だ
実
行
委
員
会
」が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後「
出
会
い
de
カ
フ
ェ
」と
い
う
初
め
て
の
ス
タ

イ
ル
で
の
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
４
、５
人
が
１
グ
ル
ー
プ

に
な
り
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
テ
ー
マ
で
話
し
合
う
も
の
で
、
途

中
で
席
替
え
を
行
い
テ
ー
マ
や
メ
ン
バ
ー
を
変
え
て
話
し
合
い
ま
し

た
。
参
加
者
は
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
、
家
族
や
仕
事
、
育
児
の
こ
と
な

ど
自
由
に
語
り
合
い
、
伝
統
や
知
恵
、
若
い
人
の
考
え
、
価
値
観
な
ど

を
自
分
の
言
葉
で
伝
え
合
う
こ
と
で
、「
こ
ん
な
考
え
が
あ
っ
た
ん
だ
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
地
域
や
世
代
を
超
え
た
様
々
な
出
会
い
が
生
ま

れ
ま
し
た
。

市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

「
地
域
か
ら
い
の
ち
は
ぐ
く
み
世
代
を
つ
な
ぐ
子
育
て
・
孫
育
て
」

記
事
投
稿
／
市
民
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

「広報うえだ」へのご意見・ご要望などをお寄せください。
郵送、電話、FAX、Eメール（koho@city.ueda.nagano.jp）で、秘書課まで。
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